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事業主体

【事業目的】

【事業内容】

【29年度計画】

【29年度実績】

●相川上町地区の散策のため、「まちあるきマップ」を作成した。

【課　　題】

　

【今後の取組】

 

【事業の達成度】

【事業実施の効果】
　　〔　a  ・  b  ・  c　〕

【総合評価】
　　〔　A  ・  B  ・  C　〕

ａ：進んでいる。　高い。 Ａ：計画を上回る進捗で、十分な成果が得られている。
ｂ：概ね順調。　概ね適切。 Ｂ：概ね計画どおり進んでおり、一定の成果が得られている。
ｃ：遅れている。　低い。 Ｃ：計画から遅れが見られ、十分な成果が得られていない。

●来訪者の現地散策のため、相川上町地区の「まちあるきマップ」を作成する。

●関係機関（外国人特派員協会・観光協会・市内小中高等学校・市内観光施
   設等）へファクトブックを配布した。

「佐渡金銀山」保存・活用行動計画
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●ガイドブックやパンフレットなどの内容・構成について、最新の情報（構成
   資産・価値付け等）を反映できるよう、関係機関と検討を行う。

■平成29年度に検討した内容・構成及びガイド養成講座の成果等を基に、
   一般観光客向けのガイドブックの内容の検討を実施する。

○構成資産全体及び構成資産ごとの詳細なガイドブックやパンフレット等を
   作成し、来訪者への効果的な配布方法の検討を行う。

取組項目

事業（施策）名
佐渡市世界遺産推進課

事
業
概
要

Ｈ28～Ｈ30

ガイドブックやパンフレットの作成

●ファクトブック（英語版）の配布については、市内において観光協会や小中
   高等学校へ順次配布する。

平成29年度事業 点検・評価調書　

２　ガイドブック・パンフレット作成

関連団体 県文化行政課
事業実施期間

第４章　世界遺産登録に向けた来訪者の受入体制整備

●関係機関と検討を行い、来年度以降も引き続き検討を行うことにした。

■詳細なガイドブック等を作成するため、ガイド養成講座との連携や関
   係機関と協議を行ったうえ、ガイドブックを作成する必要がある。また、
   配布する対象にあわせて、より分かり易い内容にする必要がある。

○詳細なガイドブックやパンフレット等により、来訪者の知的好奇心に応える。

Ⅱ．ガイダンス機能・ガイド体制の充実

事
業
評
価

◇概ね計画どおりに事業が進んでいることから、Ｂ評価
   とした。　　〔　a  ・  b  ・  c　〕
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